
入札参加資格有効期間の延長(２年間)に伴う格付手法について

格付点＝ 経審点 ＋ 発注者別評価点
※他に格付を決める要素として、完成工事高条件、技術者条件があり、格付点数
が上位でもランクに応じた条件を満たさない場合には、下位ランクに格付される。

資格の有効期間は２年間となるが、業者の経営状況や技術者保有状況の変化を格付に即応させ
るため、毎年、格付の見直しを実施する。

※ 具体的には、経営審査により毎年数字が置き換え可能な項目及び本課で独自に収集可能なデ
ータについては、毎年見直す。
それ以外の項目については、過去２年間の実績を加味するなど、最初の格付における評価手

法に工夫を懲らしつつ、最初の格付時の評価値を２年間固定する。
ただし、地域貢献に対する加点のうち、深夜等の緊急出動要請による活動と県外で発生した

大規模災害時の支援活動については毎年見直す。

評価項目 当初格付時 中間期の格付時

実 経審点 中間期に見直し
績 直前経審で認定された値 直前経審で認定された値
が
県 完成工事高及び技術者条件 中間期に見直し
で 直前経審で認定された値 直前経審で認定された値
把

握 発 工事成績加算率 中間期に見直し
で 注 申請日直前５年間の工事成 直前５年間の工事成績を数
き 者 績を数値化 値化
る 別

項 評 技術力 中間期に見直し
目 価 直前経審で認定された１年 直前経審で認定された１年

点 以上継続して雇用されてい 以上継続して雇用されてい
る技術者の資格に応じて加 る技術者の資格に応じて加
点 点

従事職員数 中間期に見直し
直前経審で認定された１年 直前経審で認定された１年
以上継続して雇用されてい 以上継続して雇用されてい
る職員数に応じて加点 る職員数に応じて加点

資格停止による減点 中間期に見直し
申請前１年間の資格停止月 直前１年間の資格停止月数
数に応じて減点 に応じて減点

工事成績による加減点 中間期に見直し
申請前１年間の工事を対象 直前１年間の工事を対象に
に点数を加減（県工事に限 点数を加減
る）

各種表彰 中間期に見直し
申請前１年間の状況に応じ 直前１年間の状況に応じて
て加点 加点



評価項目 当初格付時 中間期の格付時

申 発 継続学習(CPD)への 固定
請 注 取組 直前経審の対象決算期から過去５年間の取得実績に応じて
者 者 加点
か 別
ら 評
の 価
証 点 地域貢献 固定（ただし、６の(２)｢深夜等の緊急出動要請による活
拠 動｣と６の(３)｢県外で発生した大規模災害時の支援活動｣
書 は中間期に見直し）

申請前の２年間で行った地域貢献活動を１年ごとに数値化
類 し、平均した値で加点
の

提 障がい者雇用 固定
供 申請直近２年間の雇用実績に応じて加点(対象は２人まで)
が ・申請直前の１月１日で２年以上継続雇用されている者
必 に対しては１人当たり10点加点。
要 ・申請直前の１月１日で１年以上継続雇用されている者
な に対しては１人当たり５点加点。
項

目 若年者雇用 固定
申請直近２年間の雇用実績に応じて加点(対象は５人まで)
３点加点される場合
①遅くとも申請日前年の４月末までに35歳未満の者が雇
用されている(年齢は申請日の属する年の１月１日で
判断)。

②遅くとも申請日前々年の４月末までに35歳未満の者が
雇用されている(年齢は申請日の属する前年の１月１
日で判断)。

５点加点される場合
③遅くとも申請日前々年の４月末までに35歳未満の者が
雇用されている(年齢は申請日の属する年の１月１日
で判断)。

経営基盤の強化 固定
（新分野進出等） 申請直前の経審の対象決算期における状況に応じて加点

女性雇用 固定
女性職員の雇用実績に応じて加点（１０点まで）
①申請直前の１月１日に雇用されている場合
１人当たり技術職員２点、その他の女性職員１点

②上記該当者が申請前々年の１月２日以降に雇用され
ている場合には、更に１点を加算

登録 固定
①ＣＣＵＳ登録企業
申請の前年の１月１日までに企業登録を行い、継続して

いる企業は５点、申請直前の１月１日までに企業登録を行
い、継続している企業は３点加点
②徳島県はぐくみ支援企業等
申請直前の１月１日までに徳島県はぐくみ支援企業の認

証を受け、継続している企業及びプラチナくるみんの認定
を受け、継続している企業は５点加点


